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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、スペイン語を学ぶ日本語母語話者を対象に、機能範疇の言葉（冠詞、前置
詞、接続詞等）の誤り（以後、エラー）の自動検出システムを開発することであり、以下の点について考察した。１）
外国語教師のエラーに対する許容度とはどのようなものか、またそれをどのように改善できるか、２）スペイン語母語
話者の文と比較し、日本語母語話者はどの単語を多用するのか、又は活用できていないか、３）日本語母語話者によっ
て書かれたスペイン語文をどのように収集するか、４）エラーを自動検出するためにConstraint Grammar 方式をどの
ように活用するか。

研究成果の概要（英文）：The goal of the research is to develop a system for automatic error detection in 
grammatical words (articles, prepositions, conjunctions, etc.), for learner of Spanish whose first 
language is Japanese. To do that, we have studied, for these type of learners, 1) the agreement level of 
language teachers when correcting errors in grammatical words, on how agreement can be improved, 2) which 
words are overused and underused in learner texts with respect to native texts, 3) how we can collect 
texts to study their interlanguage and 4) how we can use the Constraint Grammar formalism to 
automatically detect errors in grammatical words.

研究分野： コーパス言語学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は外国語教育・学習、コーパス言語
学、自然言語処理という３つの分野に基づい
ている。 
近年、外国語学習者の誤り自動検出システム
への関心が高まっているが、英語以外の言語
ではほとんど存在していない。そしてこれら
のシステムは、頻出単語であると同時に学習
者に多い冠詞や前置詞といったエラーに特
に焦点が置かれている。また学習者による文
の量が非常に多い場合のみ使用可能な設定
であるという点から、本研究ではスペイン語
学習者のデータを収集する必要があった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、日本語母語話者がスペイン語

を学ぶ際によく見られる冠詞、前置詞、接続
詞等のエラー自動検出システムを設計する
ことを目的としており、主に以下の点につい
て考察していく。 
 
a) 外国語教師のエラーに対する許容度とは

どのようなものであるか、またどのよう
にそれを改善できるか。 

b) エラーの他に、スペイン語母語話者の文
と比べて、日本語母語話者の文中にはど
の単語が多用されているか、又は活用さ
れていないか。 

c) 日本語母語話者のスペイン語を分析する
ためのデータをどこから収集すべきか。 

d) エラー自動検出のために、Constraint 
Grammar 方式をどう応用することができ
るか。 

 
３． 研究の方法 

 
a) スペイン語学習者のエラーに対するスペ

イン語母語話者の許容度について： 
本研究で用いる定冠詞・不定冠詞エラーの登
録方式を改善させるためのある実験を行っ
た。日本語母語話者によって書かれた３００
の文を４名のスペイン語母語話者に提示し、
その中に見られる冠詞の使い方について尋
ねた。各文には少なくとも定冠詞、不定冠詞、
無冠詞のいずれかの名詞句があり、これらの
データより４名の間に見られる許容度の違
いについて分析した。 
 
b) 機能範疇の言葉の使用頻度について： 
日本語母語話者が書くスペイン語学術文

と、スペイン語母語話者の学術文に見られる
機能範疇の言葉の使用頻度について比較し
た。具体的には、愛知県立大学のスペイン語
を専攻する日本人学生によって書かれた２
９の卒業論文で構成されているスペイン語
学習者のコーパス（およそ６万４千語）を、
以下の３つの学術コーパスと比較した。スペ
イン人用の大学入試で構成されているＰＡ
ＡＵコーパス（およそ３５万語）、メキシコ
国立自治大学（ＵＮＡＭ）の学生による学術

文で構成されているＣＬＡＥコーパス（およ
そ２３万語）、そしてスペイン国立遠隔教育
大学（ＵＮＥＤ）の図書館にある１５の博士
論文で構成されているコーパス（およそ２百
５０万語）である。 
 
c) 日本語母語話者のスペイン語コーパス分

析に必要なデータ収集について： 
これまで、愛知県立大学の学生の許可を得

て非公式に集められた文と、ＣＯＲＡＮＥコ
ーパスの文を用いた。しかしながらこの２つ
では詳細な研究をするには不十分であった
ため、他のデータを探すことにした。このコ
ーパス不足を早急に解決するため、ウェブ上
で公開されているブログから使用可能な文
を集めた。またここからブログ執筆の動機や、
ブログによく見られる主題、また彼らの言語
的特徴についても考察することが可能とな
った。  
 
d) Constraint Grammar 方式を、エラー自動

検出のためにどのように応用できるかに
ついて： 

これまでの経験の中で、特に一致エラー
（動詞の活用一致、形容詞変化等）を検出す
るための式を作成した経験を活用しながら、
現在は冠詞エラーを自動検出する式の作成
に取り組んでいる。この式により、どのよう
な文脈で誤りが起こるのか、その誤りはどの
ような特徴があるか、またその誤りが見つか
った場合、どのようなタグをその文に付ける
べきかを知ることができる。例えば以下の式
は、N-PROP-D というリスト内にある固有名詞
に必要な限定詞が欠けている場合、（限定詞
を付与するという意味の）“%0->el”という
タグを付けることを意味する。ここには、La 
Habana のように常に限定詞が必要な固有名
詞が含まれている。  
 

ADD (%0->el) TARGET N-PROP-D (-1 NOT 
ART); 

 
 
４．研究成果 
a) エラーに対するスペイン語母語話者の許
容度について： 
 今回の冠詞に関する実験から、スペイン語
母語話者間に見られるエラーに対する許容
度はいくつかの要因に左右されるというこ
とが明らかになった。第一に、スペイン語母
語話者の経験である。外国語教師であるスペ
イン語母語話者(k=0.79)は、一般のスペイン
語母語話者(k=0.76)に比べてわずかに許容度
が高く、また一般のスペイン語母語話者は外
国語教師に比べてより多くの文を誤りであ
るとみなす傾向がある。第二に、冠詞の用法
が語彙的・意味論的な要因に左右される場合、
外国語教師の許容度は上がり(k=0.84)、語用
論的な要因に左右される場合は低くなる



(k=0.51)。またスペイン語母語話者間の許容
度の差は判断の登録方式にも因ると言える。
その理由は、本調査で２人以上の母語話者が
冠詞の用法として「どちらとも言えない」を
選択したケースが１度もなかったため、「ど
ちらとも言えない」場合ほどその許容度は下
がるからである。最後に、次の a)と b)のよう
に明白な文脈がなく、解釈が２通り可能な名
詞句がある場合、全員が許容できないと判断
した。  
 

i) 名詞句が「総称としての人物または
物事」（定冠詞）とも、「不特定の
量の何か」（無冠詞）とも解釈でき
る場合。 

ii) 名詞句が「不特定の量の何か」（無冠
詞）とも、「特定の種であるが不特定の
もの」（不定冠詞）とも解釈できる場合。 

 
b) 機能範疇の言葉の使用頻度について： 
 以下のような学習者の傾向が見られた。 
 

 より使用頻度の高い語彙を多く用い
る傾向にある。例えば、量を表す限
定詞の mucho や、pues の代わりに
原因を表す接続詞の porque、de 
acuerdo con の代わりに情報源を指
す接続詞の según、tras の代わりに
順序を表す成句のdespués de等であ
る。 

 関係詞の使用は予想より低く、した
がって形容詞節はほとんど用いられ
ない。 

 使用頻度が異なるだけでなく、異な
った用法で用いられている機能範疇
の言葉もある。スペイン語母語話者
は、主に前述のものに言及する場合
に、ese や aquel 等の限定詞もしくは
指示代名詞、また ello や ellos 等の人
称代名詞を用いるのに対し、日本語
母語話者はこれらの語をほとんど用
いない、もしくは別の用法で多用し
ている。例えば成句である por eso の
中で eso を用いたり、主語として人称
代名詞 ellos を用いている。 

 スペイン語母語話者は学術文におい
て１人称複数形（nuestro, nosotros, nos
等）をよく用いるが、日本語母語話
者は用いない。 

 
c) 日本語母語話者のスペイン語コーパス分
析に必要なデータ収集について： 
 本研究では２つの方法でデータ収集を行
った。１つ目の方法は、４１名の学習者によ
る４６のブログから短時間でおよそ６０万
語のコーパスを集める方法である。そこから、
これらのブログは相反する性質を持つこと
から、外国語教師にとって興味深い研究テー
マであることがわかった。例えば、ブログは
私的であると同時に公的であり、また発話で

あり文章でもあるという独特な性質を併せ
持っており、さらに独り言とも会話とも捉え
ることができるという点である。またブログ
執筆者のほとんどが女性であり、日本もしく
はスペイン語圏に住んでいることがわかっ
た。主にブログを執筆する動機は、個人的な
日記のように日常生活を記すことと、外国人
の読み手に日本文化を伝えることの２点に
あると読み取れる。こういった文の言語学的
特徴については、一定の文法分野（動詞、副
詞、人称代名詞）、感嘆詞、俗語、未完了文
を多用する等の口語表現の特徴を有してい
ることがわかる。さらに、日本文化について
言及する、何かを引用する、強調、コードス
イッチングといった様々な用途で、スペイン
語文に日本語の単語を使用する点や、絵文字
を使用する点も興味深い。 
２つ目のデータ収集方法は、第８回国際コ

ーパス言語学会で研究発表をしたのをきっ
かけに、ＣＥＤＥＬ２コーパス（英語母語話
者のスペイン語コーパス）を作成したグラナ
ダ大学の研究者たちと共同で手掛けること
となったプロジェクトである。このプロジェ
クトは日本語母語話者のスペイン語コーパ
スを構築するものであり、現在その作成に取
り掛かっている。  
 
d) 現在では、ブログをコーパスデータとしな
がら、冠詞エラーを自動検出するシステムの
開発に取り組んでいる。 
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